




















































































































いう（1:14aαと 1:6bβ、4:2 と 1:3、4:2b と 3:9 以下
(11)
）。一方で、Wol に




























































































































3. 1. ?? 18?????
　まず、詩編 18 編とヨナ書 2 章の詩編を比較する。詩編 18 編にはヨナ
書 2 章の詩編と類似のモティーフが多く見出される。どちらにおいても、
詩編における「私」は「私」の悩みの中から（詩編 18 編では「中で」）
ヤハウェに叫び求める（ヨナ 2:3 ／詩 18:7）。そして、ヤハウェは「私」




（ ）」「流れ（ ）」「波浪（ ）」「大波（ ）」「水（ ）」「原始
の海（ ）」／詩編 18 編では「滅びの小川（  ）」「水の底（  
）」「大水（  ）」）、死を意識させる危険な状況の中にいる（ヨナ 2:4.6
／詩 18:5.16.17）。また、何かが「私」を取り囲む（ ( ) ）モティーフ
も共通している。ヨナ書 2 章では「流れ」や「原始の海」が「私」を取
り囲む（ヨナ 2:4.6）。そして、詩編 18 編においては、「私」を「死の綱
（ ）」が取り巻き（ ）、「陰府の綱（  ）」が取り囲む（詩
18:5–6）。
　ヤハウェに関する思想もヨナ書 2 章の詩編と詩編 18 編は近いと言え
る。ヤハウェは、ヨナ書 2 章においては「私」の命を穴（ ）から引
き上げる（ ）存在であり（ヨナ 2:7）、詩編 18 編においては「私」








　ここで、ヤハウェは、詩編 18 編では「私」を「大水」（詩 18:17）か
ら引き上げるが、ヨナ書 2 章では「私」を「穴」（ヨナ 2:7）から引き上
げるため、両者は同様のイメージとみなせないのではないか、という問
いが生じるかもしれない。しかし、「穴」は墓や死者の領域を示し、また、











いるのである。ゆえに、詩編 18 編とヨナ書 2 章の背景にあるイメージ
は類似していると言えよう。
3. 2. ??? 2??????? 18???????




































詩編 18 編の内容がよく示している。そして、これは、詩編 18 編のみな
らず、ヨナ書 2 章の詩編においても言えることであろう。ヨナ書 2 章の
詩編において、「私」は、「私」の叫びを聞いたヤハウェによって水に関
わる死から救われるのである。
3. 3. ?? 74????????????
　より直接的にヤハウェの出エジプト伝承や創造神話が結合しているの





















































するかどうかよりも、そのイメージが詩編 74 編においてもイザヤ書 51
章においても共有されているということである。これはそのイメージが
捕囚後の共同体において共有されていたということを意味する。ゆえに、




　ヨナ書 2 章の詩編と詩編 18 編には、詩編 74 編やイザヤ書 51 章で使
われているイメージが用いられている。しかし、ヨナ書 2 章と詩編 18
編においては、そのイメージに新たな意味が加えられている。それは「救
済の現在性」である。詩編 74 編やイザヤ書 51 章において、救済は将来











































というイメージがヨナ書 2 章の詩編と詩編 18 編には付加されているの


















たイメージは、ヨナ書 2 章の詩編と詩編 18 編の背後にもある可能性が
高いだろう。
　一方で、ヨナ書 2 章の詩編と詩編 18 編の救済は現在的なものであり、
それは神殿で「私」の祈りを聞くヤハウェというイメージで語られる。




















































／ ）」（一族の長）を重視する傾向がある（エズ 1:5; 2:68.70; 
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